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協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

♦
総
務
常
任
委
員
会
♦

●
災
害
対
策
費

　

災
害
発
生
時
に
、
市
民
に

重
要
な
情
報
を
伝
達
す
る
防

災
行
政
無
線
通
信
施
設
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
も
の
で
、
頴

娃
地
域
が
終
了
し
、
知
覧
地

域
を
26
年
度
か
ら
27
年
度
に

か
け
て
整
備
す
る
も
の
で
あ

る
。 市

民
を
守
る

消
防
体
制
の
充
実

一般会計の予算 の審査から P4～P6

●
消
防
施
設
整
備
費

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
消

防
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
消
防
ポ
ン
プ
車
・
小
型

ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新
、
消

防
団
拠
点
施
設
の
整
備
、
防

火
水
槽
等
を
新
設
す
る
も
の

で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
終
了
は

い
つ
に
な
る
か
。

答
　
川
辺
地
域
が
最
後
で
平

成
29
年
度
の
予
定
で
あ
る
。

石垣分団詰所建設予定地

●
防
犯
対
策
費

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
市
内
中
学
校
通

学
路
照
明
器
具
設
置
や
照

明
等
を
修
繕
す
る
も
の
で
あ

る
。

●
自
治
会
関
係
費

　

自
治
会
集
会
施
設
等
整
備

事
業
補
助
や
自
治
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
奨
励
金
な
ど
で
あ

る
。

～
委
員
会
か
ら
～

　
頴
娃
・
川
辺
地
域
中
学
校

通
学
路
照
明
器
具
設
置
箇
所

の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
目

的
に
沿
っ
た
基
準
を
適
用
し
、

適
正
に
行
う
よ
う
意
見
が
出

さ
れ
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実

●
放
送
施
設
整
備
費

　

自
治
会
放
送
施
設
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
治
会
の
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
災
害
に
強
い

放
送
施
設
の
整
備
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

●
企
業
立
地
推
進
事
業
費

　

企
業
誘
致
に
よ
り
雇
用
の

拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
併
せ
て
立
地
企

業
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

●
川
辺
仏
壇
振
興
費

　

川
辺
仏
壇
の
振
興
を
図
る

た
め
の
工
芸
品
創
作
技
術
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
経
費
や
販

路
対
策
事
業
補
助
な
ど
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
自
治
会
放
送
の
無
線
化

の
状
況
は
。

答
　
頴
娃
地
域
75
％
、
知
覧

地
域
85
％
、
川
辺
地
域
73
％

で
あ
る
。

商
工
業
の
振
興

～
審
査
の
中
で
～

問
　
企
業
立
地
見
込
み
は
。

答
　
３
社
と
協
議
中
で
あ
る
。

●
移
住
定
住
促
進
対
策
事
業

　
費　

　

南
九
州
市
に
市
内
外
か
ら

定
住
や
移
住
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

●
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
事

　
業
費

　

平
和
を
語
り
継
ぐ
都
市
と

し
て
、
平
和
情
報
発
信
の
た

め
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
知
覧
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
す
る
も

の
で
あ
る
。

～
委
員
会
か
ら
～

　
後
期
基
本
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
前
期

基
本
計
画
か
ら
引
き
続
き
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
移
住
・
定
住
促
進
対
策
」

に
つ
い
て
、
産
業
振
興
に
よ

る
雇
用
の
創
造
、
快
適
な
住

環
境
の
提
供
、
地
域
自
治
会

の
活
性
化
な
ど
積
極
的
な
施

策
の
展
開
に
努
め
る
よ
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

「
平
和
を
語
り
継

ぐ
都
市
」
の
実
践

●
世
界
記
憶
遺
産
推
進
費

　

特
攻
隊
員
が
書
き
残
し
た

手
紙
等
を
永
久
に
保
存
し
、

こ
れ
ら
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

記
憶
遺
産
に
登
録
し
て
世
界

恒
久
の
平
和
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
記
憶
遺
産
登
録
ま
で
の

手
順
は
。

答
　
現
在
、
日
本
国
内
か
ら

27
年
度
登
録
に
４
カ
所
が
申

請
す
る
見
込
み
で
、
４
件
が

申
請
す
る
と
、
ユ
ネ
ス
コ
か

ら
一
度
日
本
へ
返
さ
れ
て
、

ユ
ネ
ス
コ
国
内
審
査
委
員
会

で
２
件
に
絞
ら
れ
て
申
請
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
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一般会計の予算 の審査から P4～P6

●
温
泉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　

市
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
保

養
・
休
憩
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
健
康
増
進

と
福
祉
の
充
実
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

・
別
府
温
泉
セ
ン
タ
ー
泉
源

　

ポ
ン
プ
購
入

・
知
覧
温
泉
セ
ン
タ
ー
泉
源

　

ポ
ン
プ
修
繕

・
わ
く
わ
く
川
辺
男
女
浴
室

　

天
井
改
修

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　 

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

♦
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
♦

福
祉
の
充
実

●
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事

　
業
費

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
臨
時
的
措
置
と
し
て
、
市

民
税
均
等
割
非
課
税
者
に

対
し
１
人
に
つ
き
一
万
円
、

更
に
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
、
児
童
扶
養

手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当

等
受
給
者
に
は
５
千
円
を
加

算
し
て
支
給
す
る
も
の
で
あ

る
。

わくわく川辺温泉

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

　
付
金
事
業
費

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際

し
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
に
臨
時
的

な
給
付
措
置
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

※
平
成
26
年
１
月
１
日
の
基

準
日
に
お
い
て
、
本
市
に
在

住
す
る
児
童
手
当
の
受
給
者

で
、
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で

あ
る
。

●
後
期
高
齢
者
健
康
保
持
増

　
進
事
業
費

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
疾

病
の
早
期
発
見
に
資
す
る
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ド
ッ
ク
の
受
診

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

●
生
活
環
境
衛
生
費

　

蜂
の
巣
駆
除
対
策
や
衛
生

自
治
団
体
連
合
会
活
動
、
不

法
投
棄
や
野
焼
き
等
の
苦
情

対
応
、
生
活
環
境
の
保
全
、

墓
地
埋
葬
事
務
に
要
す
る
経

費
で
あ
る
。

生
活
環
境
の
充
実

～
審
査
の
中
で
～

問
　
生
ゴ
ミ
処
理
機
等
購
入

補
助
金
の
活
用
状
況
は
。

答
　
生
ゴ
ミ
処
理
機
及
び
コ

ン
ポ
ス
ト
の
購
入
状
況
は
、

24
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向
な

が
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
き
た
。
25
年
度
は
生
ゴ
ミ

処
理
機
に
つ
い
て
は
申
請
が

な
か
っ
た
が
、
ご
み
の
減
量

化
を
図
る
た
め
に
は
、
ご
み

排
出
前
の
水
分
の
減
量
化
が

不
可
欠
で
、
事
業
の
継
続
が

必
要
で
あ
る
。

●
社
会
体
育
施
設
管
理
費

　

社
会
体
育
施
設
の
維
持
管

理
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

教
育
施
設
の
充
実

～
委
員
会
か
ら
～

　
多
額
の
財
政
負
担
が
伴
う

大
規
模
改
造
工
事
は
、
将
来

の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
等

を
見
据
え
、
適
正
な
規
模
の

改
造
と
な
る
よ
う
、
設
計
段

階
か
ら
慎
重
に
検
討
を
行
い

工
事
に
取
り
組
む
よ
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

　
金
事
業
費

　

粟
ヶ
窪
小
学
校
及
び
浮
辺

小
学
校
校
舎
の
老
朽
化
が
著

し
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
改

造
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の

設
計
業
務
に
要
す
る
経
費
で

あ
る
。

～
委
員
会
か
ら
～

　
体
育
備
品
や
体
育
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
カ

ー
場
な
ど
施
設
間
格
差
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
３
地
域
、

誰
で
も
等
し
く
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る

よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

大規模改造予定の粟ヶ窪小（上）浮辺小（下）
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安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
と

　
未
来
を
支
え
る
農
業
の
ま
ち
づ
く
り

♦
産
業
建
設
常
任
委
員
会
♦

●
農
業
人
材
育
成
事
業
費

　

本
市
の
農
業
を
担
う
人
材

の
育
成
・
確
保
を
図
る
た

め
、
後
継
者
・
新
規
参
入
者

に
対
し
総
合
的
に
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

・
農
業
後
継
者
育
成
確
保
奨

励
金
は
、
後
継
者
等
に
30
万

円
を
支
給
。

・
青
年
就
農
給
付
金
は
、
国

の
政
策
で
45
歳
未
満
の
独
立

自
営
す
る
就
農
者
の
生
活
支

援
と
し
て
年
間
１
５
０
万
円

を
最
長
５
年
間
給
付
。

農
林
水
産
業

の

振

興

●
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業

　
費
（
国
庫
）

●
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　
費
（
市
単
）

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
柵
等
の
導
入
に
対
し
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

●
畜
産
業
振
興
費
（
一
般
経

　
費
）

　

自
家
発
電
装
置
導
入
補
助

や
自
給
粗
飼
料
生
産
確
保
対

策
事
業
補
助
金
等
に
よ
り
、

畜
産
業
の
振
興
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
青
年
就
農
給
付
金
は
24

年
度
６
人
、
25
年
度
８
人
の

実
績
に
対
し
て
、
26
年
度
を

14
人
と
し
た
理
由
は
。

答
　
５
年
後
に
独
立
自
営
を

目
指
す
親
元
就
農
も
対
象
と

な
っ
た
た
め
。

屋根工事を行う稲荷町住宅

●
茶
健
康
増
進
実
証
事
業
費

　

茶
業
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
お
茶
の
健
康
増
進

機
能
を
実
証
し
、
茶
消
費
拡

大
及
び
市
民
の
健
康
増
進
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

●
住
宅
整
備
事
業
費

　

市
営
住
宅
の
整
備
・
改
修

を
行
い
、
住
環
境
の
整
備
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
屋
根
工
事
を
行
う
稲
荷

町
住
宅
は
、
長
屋
風
の
作
り

で
、
建
築
後
だ
い
ぶ
年
数
が

経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
住
宅
の
耐
用
年
数
は
。

ま
た
、
類
似
の
公
営
住
宅
は

他
に
も
あ
る
か
。

答
　
鉄
筋
は
70
年
で
木
造
は

30
年
。
簡
易
耐
火
建
築
の
住

宅
は
頴
娃
地
域
に
多
く
点
在

す
る
。

住
環
境
の
整
備

～
審
査
の
中
で
～

問
　
事
業
の
内
容
は
。

答
　
茶
が
健
康
増
進
機
能
を

高
め
る
作
用
が
あ
る
こ
と
を

鹿
児
島
大
学
医
学
部
と
協
力

し
て
実
証
す
る
も
の
で
あ

る
。

●
土
木
総
務
費（
一
般
経
費
）

●
河
川
総
務
費（
一
般
経
費
）

　

愛
護
作
業
に
伴
う
報
償
費

や
維
持
管
理
に
係
る
委
託
料

な
ど
で
あ
る
。

～
委
員
会
か
ら
～

　
道
路
・
河
川
愛
護
作
業
の

報
償
費
単
価
は
合
併
時
に
見

直
さ
れ
、
当
分
の
間
は
現
状

維
持
と
の
考
え
で
あ
る
が
、

自
治
会
内
の
住
民
も
高
齢
化

が
進
む
中
、
重
労
働
で
あ
り

参
加
者
も
減
少
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
状
を
考
慮

し
単
価
を
見
直
す
よ
う
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

●
観
光
施
設
管
理
費

　

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い
の
風

力
発
電
施
設
撤
去
工
事
に
係

る
工
事
請
負
費
な
ど
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
故
障
の
原
因
は
。

答
　
風
荷
重
の
乱
れ
に
よ
る

影
響
で
軸
受
部
が
損
傷
し

た
。

問
　
市
の
方
向
性
は
。

答
　
経
済
産
業
省
か
ら
の
通

達
「
風
力
用
発
電
設
備
の
安

全
確
認
に
つ
い
て
」
を
重
ん

じ
、
風
力
発
電
施
設
を
撤
去

す
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問
　
両
事
業
の
違
い
は
。

答
　
国
庫
補
助
は
、
３
戸
以

上
の
農
家
で
団
地
で
の
申
請

と
な
り
、
市
単
独
事
業
は
そ

れ
に
該
当
し
な
い
点
在
す
る

ほ
場
等
で
も
申
請
で
き
、
１

戸
で
も
助
成
が
受
け
ら
れ

る
。

～
委
員
会
か
ら
～

　
茶
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

は
、
統
一
銘
柄
と
な
る
「
知

覧
茶
」
の
知
名
度
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
い
る
旅
館
や
飲
食

店
な
ど
へ
の
購
入
助
成
を
さ

ら
に
拡
充
す
る
よ
う
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

撤去予定の風車施設
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特
別
会
計
の
主
な
事
業
内
容

国
民
健
康
保
険
事
業
は
危
機
的
状
況

市
民
一
人
一
人
が
医
療
費
削
減
に
努
力
を
！

区　　　　　　分 Ｈ26予算額(千円) Ｈ25予算額(千円) 増減額(千円) 増減率(％)

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 6,286,800 6,257,000 29,800 0.5

後 期 高 齢 者 医 療 566,800 532,400 34,400 6.5

介 護 保 険 事 業 4,683,000 4,433,000 250,000 5.6

簡 易 水 道 事 業 277,900 490,800 △212,900 △43.4

農 業 集 落 排 水 事 業 76,300 75,700 600 0.8

公 共 下 水 道 事 業 170,800 179,400 △8,600 △4.8

企業会計 水道事業
（収益的支出） 456,656 328,721 127,935 39.0

（資本的支出） 243,169 144,006 99,163 69.0

総　　　　　　額 12,761,425 12,441,027 320,398 2.5

平成26年度  当初予算  特別会計・企業会計

●
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

　
費

　
　
34
億
５
２
６
万
８
千
円

　

医
療
費
の
う
ち
、
自
己
負

担
額
を
除
い
た
額
を
国
保
連

合
会
を
通
じ
て
保
健
医
療

機
関
に
支
払
う
給
付
費
で
あ

る
。

●
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養

　
費

　
５
億
２
１
９
０
万
２
千
円

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

う
ち
、
定
め
ら
れ
た
負
担
額

を
超
え
る
額
を
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。

※
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

会
計
へ
、
本
年
度
も
一
般

　

会
計
か
ら
法
定
外
繰
入
２

　

億
９
５
４
４
万
９
千
円
が

　

計
上
さ
れ
て
い
る
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　
合
納
付
金

　
５
億
６
３
２
４
万
８
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
か
ら
納
付
さ
れ
る
保
険
料

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
保
健

国
民
健
康
保
険
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

基
盤
安
定
負
担
金
を
県
広
域

連
合
会
へ
納
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

　
費

　
　
　
13
億
４
４
０
０
万
円

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
保
険
者
負
担
分
で
あ
る

９
割
を
国
保
連
合
会
に
支
払

う
も
の
で
あ
る
。

●
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

　
ス
給
付
費

　
　
　
５
億
７
０
０
０
万
円

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
保
険
者
負
担
分

の
９
割
を
国
保
連
合
会
へ
支

払
う
も
の
で
あ
る
。

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

　
費

　
　
　
17
億
８
８
０
０
万
円

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
保
険
者
負
担
分
の
９
割

を
国
保
連
合
会
へ
支
払
う
も

の
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業

●
施
設
管
理
費(

一
般
経
費)

　
　
　
５
５
４
４
万
３
千
円

　

水
道
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
各
施
設
の
維
持
管

理
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

●
建
設
改
良
費

　
　
　
　
　
６
９
１
５
万
円

　

安
定
的
な
給
水
に
必
要
な

改
良
工
事
な
ど
の
経
費
で
あ

る
。

●
知
覧
垂
水
維
持
管
理
費

　
　
　
　
　
　
２
９
６
万
円

　

知
覧
垂
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
費
な
ど
で
あ

る
。

●
川
辺
東
部
維
持
管
理
費

　
　
　
　
８
６
１
万
６
千
円

　

川
辺
東
部
農
業
集
落
排
水

処
理
場
の
維
持
管
理
費
な
ど

で
あ
る
。

簡
易
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

●
浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理

　
費

　
　
　
　
　
２
３
０
０
万
円

　

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
委
託
料
な
ど
で

あ
る
。

●
管
渠
及
び
排
水
設
備
維
持

　
管
理
費

　
　
　
１
１
１
１
万
５
千
円

　

公
共
下
水
道
区
域
の
管
渠

及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

維
持
管
理
委
託
料
な
ど
で
あ

る
。

●
原
水
及
び
浄
水
費

　
　
　
８
８
１
０
万
４
千
円

　

各
地
区
水
道
施
設
の
取

水
、
浄
水
、
送
水
な
ど
の
維

持
に
係
る
経
費
で
あ
る
。

●
配
水
及
び
給
水
費

　
　
　
４
８
８
４
万
５
千
円

　

配
水
池
、
配
水
管
、
中
継

ポ
ン
プ
な
ど
の
維
持
管
理
費

で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業

水  

道  

事  

業


